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　恒例の「氷の祭典」が、1 月 21・22 日に開催され今回で 17 
回目を迎えました。夜を徹して彫り続けられた氷の彫刻が、幻想
的にライトアップされ、会場を訪れた見物客も彫刻の美しさに見
入っていました。
　会場に作られた長さ 50 ｍの滑り台では、子どもはもちろん大
人も、100 人を超える順番待ちの列に並び楽しんでいました。
　舞台では、威勢の良い“よさこいソーラン”や“和太鼓”の演
舞があり会場を熱く盛り上げました。
　会場の屋台では、焼酎や地元特産品の販売があり、その中でも

“S‐１グルメグランプリ”に参戦した“手羽キング”には行列
ができていました。

アイスカービング
in　伊佐

氷 の

祭典

魅・見・味 せ る
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第４回市民のための健康セミナー

GO ！グリーンナイツジュニア

　２月４日、大口元気こころ館で開催された
健康セミナーでは、北薩病院の医師、薬剤師、
栄養士等による講演や各種健康相談に 120 人
の参加がありました。
　北薩病院には、医師不足の現状の中でも、
急性期の疾患医療をはじめ高度な専門医療、
二次救急医療を提供していただいています。
今後も、市民の安心と安全を確保するために
地域の中核的医療機関として期待していま
す。

　日曜の朝、忠元公園で元気に駆け回る少年
たちを見かけました。彼らは「グリーンナイ
ツジュニア」。小学２～５年生 10 人からなる
タグラグビーチームです。競技は、“危険度
の高いタックルをなくしたラグビー”で、性
別に関係なくプレイできるところが魅力です。
　今はジュニア用のボールで、芝の上を元気
にはしゃぐ小さなラガーマンが、未来へどん
な成長を見せてくれるのか、楽しみに思いま
した。
　活動は毎週日曜の 10 時から 1 時間半ほど
で、小・中学生の仲間を募集中とのこと。興
味のある方は、市広報係へお問い合わせくだ
さい。

　白木神社（県指定文化財）の茅葺き屋根で、
特に傷みの激しい北・西側２面の葺き替えが
10 年ぶりに行われました。昭和 28 年頃まで
は、地域でカヤを持ち寄り共同で作業してい
ましたが、カヤの減少や高齢化のため作業が
困難になり、前回はえびの市の業者、今回は、
県内で唯一技術を継承する“知覧町茅葺技術
保存会”に依頼し、１月 30 日から 10 日間、
泊り込みで作業していただきました。
　減少しているカヤも、同保存会が南九州市
から持ち込み、黒ずんでいた２面を美しく変
身させました。

黄金色の茅
かや

葺
ぶ

き屋根 春よ、早く来い！

　大寒波の襲来によって心配されるのは、東
北の被災地のことです。春を待つ間に少しで
も「暖」をとる手助けになればと、大重鉄工
所（菱刈花北）のご協力により、焼き芋機８
機、伊佐市からは、サツマイモ 80kg を支援
物資として送りました。
　“ホクホク”の焼き芋で、あたたまってく
れるといいなぁ。
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最後の“北っ子サタデーワーク”

体育館に歓声

　２月 18 日、羽月北小学校 6 年生が、先生
や保護者とともに鳥神岡登山にチャレンジし
ました。
　冷たい風を頬に受けながら、ゆっくりしっ
かり歩を進め、40 分かけて登りきりました。
　頂上からの景色は、小雪の舞う中うっすら
見える伊佐平野が神秘的で、忘れられない思
い出がまた増えました。
　楽しかった羽月北小学校での生活も、今月
までとなった 6 年生 2 人が卒業すると、来
年度は新入生がいないため、休校となります。

“またいつか、校舎に笑い声が響くまで ･･･”
しばらくの間お休みです。

　２月 12 日、伊佐市総合体育館と体育セン
ターで軽スポーツ大会が行われ、ミニバレー
ボール・公式ワナゲ・スポーツ玉入れの三種
目を競い合いました。
　準備運動の後、各会場へ移動し競技開始。
和気あいあい、珍・好プレーの続出に体育館
には、参加者や応援団の歓声が響きました。
結果は次のとおりです。
ミニバレーボール　優勝：羽月
公式ワナゲ　　　　優勝：羽月
スポーツ玉入れ　　優勝：平出水Ｂ

2.4mSv（ミリシーベルト）て何？

　２月 13 日、伊佐農林高校で“防災・減災
フォーラム”がありました。
　講師は、同校卒業生の石原昭紀さん（諏訪
馬場）で、林野庁を退職、現在は県地域防災
推進委員に認定されています。
　退職前の５年間は、経済産業省川内原子力
検査官として勤務され、その経験を今年卒業
する３年生に、放射線量などの原子力につい
て講話をし、「いつ災害が起こるかわかりま
せん。自分を守る事が大切です。」と話され
ました。

あまくておいしいね

　１月 25 日、本城幼稚園の園児約 40 人は、
菱刈南浦の「ファームかめわり」さんから招
待され、イチゴ狩りを体験しました。
　雪が散らつく寒い日でしたが、あたたかい
ビニールハウスの中では、競争するかのよう
に真っ赤なイチゴを摘み取り、口いっぱいに
ほおばっていました。味わう園児たちの「あ
まーい」という歓声に、招待してくれた亀割
さんご夫婦もにっこり、笑顔でした。




